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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シリコーン組成物であって、
　（Ａ）１分子中に少なくとも２個のアルケニル基を有し、２５℃で１０，０００～１，
０００，０００ｍＰａ・ｓの粘度を有し、前記シリコーン組成物の質量に基づいて６０～
８０質量％の量のジオルガノポリシロキサンと、
　（Ｂ）１分子中に少なくとも１個のアルケニル基を有し、２５℃で生ゴム状であるか又
は２５℃で１，０００，０００ｍＰａ・ｓを超える粘度を有し、前記シリコーン組成物の
質量に基づいて０質量％を超えるが１０質量％を超えない量のジオルガノポリシロキサン
と、
　（Ｃ）下記平均単位式：
　（Ｒ１

３ＳｉＯ１／２）ｘ（ＳｉＯ４／２）１．０

　（式中、各Ｒ１はアルケニル基を含まないハロゲン置換又は非置換一価炭化水素基を表
し、ｘは０．５～１．０の数である）
で表され、前記シリコーン組成物の質量に基づいて０．５～２０質量％の量のオルガノポ
リシロキサン樹脂と、
　（Ｄ）１分子中に少なくとも２個のケイ素結合水素原子を有し、前記シリコーン組成物
中の全アルケニル基１モル当たり本成分中に０．１～１０モルのケイ素結合水素原子を与
える量のオルガノ水素ポリシロキサンと、
　（Ｅ）前記シリコーン組成物の質量に基づいて０．５～５質量％の量のシリカ微粉末と
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、
　（Ｆ）前記シリコーン組成物のヒドロシリル化を促進する量のヒドロシリル化触媒と、
を含む、シリコーン組成物。
【請求項２】
　（Ｇ）前記シリコーン組成物の質量に基づいて０．１～５質量％の量のアンカー添加剤
を更に含む、請求項１に記載のシリコーン組成物。
【請求項３】
　（Ｈ）前記シリコーン組成物の質量に基づいて０．１～５質量％の量の反応抑制剤
を更に含む、請求項１に記載のシリコーン組成物。
【請求項４】
　（Ｉ）溶液中の不揮発分が１０～８０質量％となるような量の有機溶剤
を更に含む、請求項１に記載のシリコーン組成物。
【請求項５】
　基材フィルム及び前記基材フィルム表面上の感圧接着剤層を含む感圧接着剤フィルムで
あって、シリコーン組成物から製造される前記感圧接着剤層が、
　（Ａ）１分子中に少なくとも２個のアルケニル基を有し、２５℃で１０，０００～１，
０００，０００ｍＰａ・ｓの粘度を有し、前記シリコーン組成物の質量に基づいて６０～
８０質量％の量のジオルガノポリシロキサンと、
　（Ｂ）１分子中に少なくとも１個のアルケニル基を有し、２５℃で生ゴム状であるか又
は２５℃で１，０００，０００ｍＰａ・ｓを超える粘度を有し、前記シリコーン組成物の
質量に基づいて０質量％を超えるが１０質量％を超えない量のジオルガノポリシロキサン
と、
　（Ｃ）下記平均単位式：
　（Ｒ１

３ＳｉＯ１／２）ｘ（ＳｉＯ４／２）１．０

　（式中、各Ｒ１はアルケニル基を含まないハロゲン置換又は非置換一価炭化水素基を表
し、ｘは０．５～１．０の数である）
で表され、前記シリコーン組成物の質量に基づいて０．５～２０質量％の量のオルガノポ
リシロキサン樹脂と、
　（Ｄ）１分子中に少なくとも２個のケイ素結合水素原子を有し、前記シリコーン組成物
中の全アルケニル基１モル当たり本成分中に０．１～１０モルのケイ素結合水素原子を与
える量のオルガノ水素ポリシロキサンと、
　（Ｅ）前記シリコーン組成物の質量に基づいて０．５～５質量％の量のシリカ微粉末と
、
　（Ｆ）前記シリコーン組成物のヒドロシリル化を促進する量のヒドロシリル化触媒と、
を含む、感圧接着剤フィルム。
【請求項６】
　前記基材フィルムが、ポリイミド（ＰＩ）、ポリエーテル・エーテルケトン（ＰＥＥＫ
）、ポリエチレンナフタレート（ＰＥＮ）、液晶ポリアリーレン、ポリアミドイミド（Ｐ
ＡＩ）、ポリエーテルスルフィン（ＰＥＳ）、ポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）か
らなる群から選択される、請求項５に記載の感圧接着剤フィルム。
【請求項７】
　前記感圧接着剤層が、５μｍ～１０ｍｍの厚さを有する、請求項５に記載の感圧接着剤
フィルム。
【請求項８】
　前記感圧接着剤層が、ＡＳＴＭ　Ｄ３３６３に従って測定されるＨ以上の鉛筆硬度を有
する、請求項５に記載の感圧接着剤フィルム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　（関連出願の相互参照）
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　本出願は、米国特許法第１１９条（ｅ）の定めにより、２０１４年１０月１６日に出願
された米国特許仮出願第６２／０６４５５８号の利益を主張するものである。米国特許出
仮願第６２／０６４５５８号は、参照することにより本明細書に組み込まれる。
【０００２】
　本発明は、基材上に感圧接着剤層を形成することができるシリコーン組成物に関する。
本発明はまた、本組成物から製造される感圧接着剤層を有する感圧接着剤フィルムに関す
る。
【背景技術】
【０００３】
　シリコーン感圧接着剤は、シリコーン固有の優れた耐熱性、耐凍結性、電気特性を有し
、これら性質を損なうことなく接着性を保持する。それ故、それらは高い信頼性が要求さ
れる感圧接着剤として幅広く使用されている。典型的なシリコーン感圧接着剤組成物は、
１分子中に少なくとも２個のアルケニル基を有するジオルガノポリシロキサンと、Ｒ３Ｓ
ｉＯ１／２単位及びＳｉＯ４／２単位を、Ｒ３ＳｉＯ１／２単位対ＳｉＯ４／２単位のモ
ル比０．６～１．７で（式中、Ｒは１～１０個の炭素原子を有する一価炭化水素基である
）含むオルガノポリシロキサンと、１分子中に少なくとも２個のケイ素結合水素原子を有
するオルガノポリシロキサンと、抑制剤と、ヒドロシリル化触媒と、溶剤（米国特許第８
，０５７，９０９（Ｂ２）号参照）と、を含む。
【０００４】
　最近、シリコーン感圧接着剤組成物は、基材フィルム上に薄い感圧接着剤層を得るため
のマイクログラビアコーティングに用いられることがある。しかし、上述のシリコーン感
圧接着剤組成物は、基材フィルム上に適切な接着性及び良好な耐擦傷性を示す感圧接着剤
層を形成することはできない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の目的は、適切な粘度を示し、基材フィルム上に適切な接着性及び良好な耐擦傷
性を示す感圧接着剤層を形成することができるシリコーン組成物を提供することである。
本発明の他の目的は、感圧接着剤層が適切な接着性及び良好な耐擦傷性を示す、感圧接着
剤フィルムを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明のシリコーン組成物は、
　（Ａ）１分子中に少なくとも２個のアルケニル基を有し、２５℃で１０，０００～１，
０００，０００ｍＰａ・ｓの粘度を有し、本組成物の質量に基づいて６０～８０質量％の
量のジオルガノポリシロキサンと、
　（Ｂ）１分子中に少なくとも１個のアルケニル基を有し、２５℃で生ゴム状である、又
は２５℃で１，０００，０００ｍＰａ・ｓを超える粘度を有し、本組成物の質量に基づい
て０質量％を超え１０質量％を超えない量のジオルガノポリシロキサンと、
　（Ｃ）下記平均単位式：
　（Ｒ１

３ＳｉＯ１／２）ｘ（ＳｉＯ４／２）１．０

　（式中、各Ｒ１はアルケニル基を含まないハロゲン置換又は非置換一価炭化水素基を表
し、ｘは０．５～１．０の数である）で表され、本組成物の質量に基づいて０．５～２０
質量％の量のオルガノポリシロキサン樹脂と、
　（Ｄ）１分子中に少なくとも２個のケイ素結合水素原子を有し、本組成物中の全アルケ
ニル基１モル当たり本成分中に０．１～１０モルのケイ素結合水素原子を与える量のオル
ガノ水素ポリシロキサンと、
　（Ｅ）本組成物の質量に基づいて０．５～５質量％の量のシリカ微粉末と、
　（Ｆ）本組成物のヒドロシリル化を促進する量のヒドロシリル化触媒と、を含む。
【０００７】
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　本発明の感圧接着剤フィルムは、基材フィルム及び基材フィルム表面上の感圧接着剤層
を含み、シリコーン組成物から製造されるこの感圧接着剤層が、
　（Ａ）１分子中に少なくとも２個のアルケニル基を有し、２５℃で１０，０００～１，
０００，０００ｍＰａ・ｓの粘度を有し、本組成物の質量に基づいて６０～８０質量％の
量のジオルガノポリシロキサンと、
　（Ｂ）１分子中に少なくとも１個のアルケニル基を有し、２５℃で生ゴム状である、又
は２５℃で１，０００，０００ｍＰａ・ｓを超える粘度を有し、本組成物の質量に基づい
て０質量％を超え１０質量％を超えない量のジオルガノポリシロキサンと、
　（Ｃ）下記平均単位式：
　（Ｒ１

３ＳｉＯ１／２）ｘ（ＳｉＯ４／２）１．０

　（式中、各Ｒ１はアルケニル基を含まないハロゲン置換又は非置換一価炭化水素基を表
し、ｘは０．５～１．０の数である）で表され、本組成物の質量に基づいて０．５～２０
質量％の量のオルガノポリシロキサン樹脂と、
　（Ｄ）１分子中に少なくとも２個のケイ素結合水素原子を有し、本組成物中の全アルケ
ニル基１モル当たり本成分中に０．１～１０モルのケイ素結合水素原子を与える量のオル
ガノ水素ポリシロキサンと、
　（Ｅ）組成物の質量に基づいて０．５～５質量％の量と、
　（Ｆ）組成物のヒドロシリル化を促進する量のヒドロシリル化触媒と、を含む。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明のシリコーン組成物は、適切な粘度を示し、基材フィルム上に適切な接着性及び
良好な耐擦傷性を示す感圧接着剤層を形成することができる。更に、本発明の感圧接着剤
フィルムは、適切な接着性及び良好な耐擦傷性を示す感圧接着剤層を有する。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　最初に、本発明のシリコーン組成物について詳しく説明する。
【００１０】
　成分（Ａ）は１分子中に少なくとも２個のアルケニル基を有するジオルガノポリシロキ
サンである。成分（Ａ）中のアルケニル基は、ビニル、アリル、ブテニル、ペンテニル、
ヘキセニル及びヘプテニル基により例示でき、好ましくはビニル基である。成分（Ａ）中
の非アルケニルケイ素結合有機基は、メチル、エチル、プロピル、ブチル、ペンチル及び
ヘキシル基等のアルキル基；フェニル、トリル及びキシリル基等のアリール基；ベンジル
及びフェネチル基等のアラルキル基；並びに３－クロロプロピル及び３，３，３－トリフ
ルオロプロピル基等のハロゲン化アルキル基により例示でき、好ましくはメチル及びフェ
ニル基である。成分（Ａ）の分子構造は実質的に直鎖状であるが、分子鎖の一部が分岐し
てもよい。回転粘度計により２５℃で測定される成分（Ａ）の粘度は、１０，０００～１
，０００，０００ｍＰａ・ｓであり、好ましくは１０，０００～５００，０００ｍＰａ・
ｓ又は１０，０００～１００，０００ｍＰａ・ｓである。
【００１１】
　成分（Ａ）は、ジメチルビニルシロキシ末端封鎖ジメチルポリシロキサン；ジメチルビ
ニルシロキシ末端封鎖ジメチルシロキサン・メチルビニルシロキサン共重合体；トリメチ
ルシロキシ末端封鎖ジメチルシロキサン・メチルビニルシロキサン共重合体；ジメチルビ
ニルシロキシ及びトリメチルシロキシで末端化された分子鎖末端を有する部分分岐鎖ジメ
チルポリシロキサン；トリメチルシロキシ末端封鎖部分分岐鎖ジメチルシロキサン・メチ
ルビニルシロキサン共重合体；前述のジオルガノポリシロキサンのメチルの全て又は一部
をエチル若しくはプロピル等のアルキル、フェニル若しくはトリル等のアリール、又は３
，３，３－トリフルオロプロピル等のハロゲン化アルキルで置換することにより得られる
ジオルガノポリシロキサン；前述のジオルガノポリシロキサンのビニルの全て又は一部を
アリル若しくはプロペニル等のアルケニルで置換することにより得られるジオルガノポリ
シロキサン；及び前述のジオルガノポリシロキサンの２種以上の混合物により例示するこ
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とができる。
【００１２】
　成分（Ａ）は、本組成物の質量に基づいて６０～８０質量％、好ましくは本組成物の質
量に基づいて６５～８０質量％の量で使用される。これは、成分（Ａ）の含有量が上記範
囲の下限以上であれば本組成物はマイクログラビアコーティングについて適切な粘度を示
し、含有量が上記範囲の上限以下であれば本組成物は基材フィルム上に適切な接着性及び
良好な耐擦傷性を示す感圧接着剤層を形成するからである。
【００１３】
　成分（Ｂ）は、１分子中に少なくとも１個のアルケニル基を有する別のジオルガノポリ
シロキサンである。成分（Ｂ）中のアルケニル基は、ビニル、アリル、ブテニル、ペンテ
ニル、ヘキセニル及びヘプテニル基により例示でき、好ましくはビニル基である。成分（
Ｂ）中の非アルケニルケイ素結合有機基は、メチル、エチル、プロピル、ブチル、ペンチ
ル及びヘキシル基等のアルキル基；フェニル、トリル及びキシリル基等のアリール基；ベ
ンジル及びフェネチル基等のアラルキル基；並びに３－クロロプロピル及び３，３，３－
トリフルオロプロピル基等のハロゲン化アルキル基により例示でき、好ましくはメチル及
びフェニル基である。成分（Ｂ）の分子構造は実質的に直鎖状であるが、分子鎖の一部が
分岐してもよい。成分（Ｂ）は、２５℃で生ゴム状であり、又は２５℃で液状であっても
、回転粘度計により２５℃で測定される１，０００，０００ｍＰａ・ｓを超える粘度を有
する。好ましくは２５℃で生ゴム状である。
【００１４】
　成分（Ｂ）は、ジメチルビニルシロキシ末端封鎖ジメチルポリシロキサン；ジメチルビ
ニルシロキシ末端封鎖ジメチルシロキサン・メチルビニルシロキサン共重合体；トリメチ
ルシロキシ末端封鎖ジメチルシロキサン・メチルビニルシロキサン共重合体；ジメチルビ
ニルシロキシ及びトリメチルシロキシで末端化された分子鎖末端を有する部分分岐鎖ジメ
チルポリシロキサン；トリメチルシロキシ末端封鎖部分分岐鎖ジメチルシロキサン・メチ
ルビニルシロキサン共重合体；前述のジオルガノポリシロキサンのメチルの全て又は一部
をエチル若しくはプロピル等のアルキル、フェニル若しくはトリル等のアリール、又は３
，３，３－トリフルオロプロピル等のハロゲン化アルキルで置換することにより得られる
ジオルガノポリシロキサン；前述のジオルガノポリシロキサンのビニルの全て又は一部を
アリル若しくはプロペニル等のアルケニルで置換することにより得られるジオルガノポリ
シロキサン；及び前述のジオルガノポリシロキサンの２種以上の混合物により例示するこ
とができる。
【００１５】
　成分（Ｂ）は、本組成物の質量に基づいて０質量％を超え１０質量％を超えない、好ま
しくは本組成物の質量に基づいて１～１０質量％の量で使用される。これは、成分（Ｂ）
の含有量が上記範囲の下限以上であれば本組成物はマイクログラビアコーティングについ
て適切な粘度を示し、含有量が上記範囲の上限以下であれば本組成物は基材フィルム上に
表面が滑らかな感圧接着剤層を形成するからである。
【００１６】
　成分（Ｃ）は、下記平均単位式：
　（Ｒ１

３ＳｉＯ１／２）ｘ（ＳｉＯ４／２）１．０

　で表されるオルガノポリシロキサン樹脂である。
【００１７】
　式中、各Ｒ１は、アルケニル基を含まないハロゲン置換又は非置換一価炭化水素基を表
し、メチル、エチル、プロピル、ブチル、ペンチル及びヘキシル基等のアルキル基；フェ
ニル、トリル及びキシリル基等のアリール基；ベンジル及びフェネチル基等のアラルキル
基；並びに３－クロロプロピル及び３，３，３－トリフルオロプロピル基等のハロゲン化
アルキル基により例示できる。Ｒ１は、好ましくはメチル及びフェニル基である。
【００１８】
　式中、ｘは、０．５～１．０、好ましくは０．５～０．９の数である。これは、ｘの数
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が上記範囲の下限以上であれば本組成物はマイクログラビアコーティングについて適切な
粘度を示し、ｘの数が上記範囲の上限以下であれば本組成物は基材フィルム上に適切な接
着性及び良好な耐擦傷性を示す感圧接着剤層を形成するからである。
【００１９】
　成分（Ｃ）は、本組成物の質量に基づいて０．５～２０質量％、好ましくは本組成物の
質量に基づいて１～２０質量％の量で使用される。これは、成分（Ｃ）の含有量が上記範
囲の下限以上であれば本組成物は基材フィルム上に適切な接着性を示す感圧接着剤層を形
成し、含有量が上記範囲の上限以下であれば本組成物はマイクログラビアコーティングに
ついて適切な粘度を示すからである。
【００２０】
　成分（Ｄ）は、１分子中に少なくとも２個のケイ素結合水素原子を有するオルガノ水素
ポリシロキサンである。成分（Ｄ）中のケイ素結合有機基は、メチル、エチル、プロピル
、ブチル、ペンチル及びヘキシル基等のアルキル基；フェニル、トリル及びキシリル等の
アリール基；ベンジル及びフェネチル基等のアラルキル基；並びに３－クロロプロピル及
び３，３，３－トリフルオロプロピル基等のハロゲン化アルキル基により例示できる。成
分（Ｄ）中のケイ素結合有機基にはメチル基が好ましい。成分（Ｄ）の分子構造は、例え
ば、直鎖状、分岐鎖状、部分分岐直鎖状、網状、又は樹枝状であってよい。成分（Ｄ）の
２５℃での粘度は重要ではないが、好ましくは１～１，０００，０００ｍＰａ・ｓ、より
好ましくは１～１０，０００ｍＰａ・ｓである。
【００２１】
　成分（Ｄ）は、トリメチルシロキシ末端封鎖メチル水素ポリシロキサン；トリメチルシ
ロキシ末端封鎖ジメチルシロキサン・メチル水素シロキサン共重合体；ジメチル水素シロ
キシ末端封鎖メチル水素ポリシロキサン；ジメチル水素シロキシ末端封鎖ジメチルシロキ
サン・メチル水素シロキサン共重合体；ジメチル水素シロキシ末端封鎖ジメチルポリシロ
キサン；環状メチル水素ポリシロキサン；式（ＣＨ３）２ＨＳｉＯ１／２で表されるシロ
キサン単位及び式ＳｉＯ４／２で表されるシロキサン単位を含むオルガノポリシロキサン
；前述のオルガノポリシロキサンのメチルの全て又は一部をエチル若しくはプロピル等の
アルキル、フェニル若しくはトリル等のアリール、又は３、３、３－トリフルオロプロピ
ル等のハロゲン化アルキルで置換することにより得られるオルガノポリシロキサン；及び
前述のオルガノポリシロキサンの２種以上の混合物により例示することができる。
【００２２】
　成分（Ｄ）は、検討中の本組成物で、本組成物の全アルケニル基１モル当たり、成分（
Ｄ）から０．１～１０モル、好ましくは０．１～５モル、特に好ましくは０．１～３モル
のケイ素結合水素原子を与える量で使用される。これは、成分（Ｄ）の含有量が上記範囲
の下限以上であれば本組成物は基材フィルム上に良好な機械特性を示す感圧接着剤層を形
成し、含有量が上記範囲の上限以下であれば本組成物は基材フィルム上に適切な接着性を
示す感圧接着剤層を形成するからである。
【００２３】
　成分（Ｅ）は、得られる感圧接着剤の耐擦傷性を向上させるためのシリカ微粉末である
。成分（Ｅ）は、フュームドシリカ、沈降シリカ、焼成シリカ、又はこれらシリカ粉末の
表面をオルガノアルコキシシラン、オルガノハロシラン又はオルガノシラザン等の有機ケ
イ素化合物で処理することで得られる粉末により例示することができる。得られるシリコ
ーン感圧接着剤に満足な耐擦傷性を生じさせるために、ＢＥＴ比表面積が少なくとも５０
ｍ２／ｇのシリカ粉末の使用が特に好ましい。
【００２４】
　成分（Ｅ）は、本組成物の質量に基づいて０．５～５質量％、好ましくは本組成物の質
量に基づいて０．５～３質量％の量で使用される。これは、成分（Ｅ）の含有量が上記範
囲の下限以上であれば本組成物は基材フィルム上に良好な耐擦傷性を示す感圧接着剤層を
形成し、含有量が上記範囲の上限以下であれば本組成物は基材フィルム上に適切な接着性
を示す感圧接着剤層を形成するからである。
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【００２５】
　成分（Ｆ）は、検討中の本組成物の硬化を促進するヒドロシリル化触媒であり、白金触
媒、ロジウム触媒及びパラジウム触媒により例示することができ、ここでは白金触媒が好
ましい。これらの白金触媒は、白金微粉末、白金黒、クロロ白金酸、四塩化白金、クロロ
白金酸のアルコール溶液、白金のオレフィン錯体、白金のアルケニルシロキサン錯体、及
び白金のカルボニル錯体により例示することができる。
【００２６】
　成分（Ｆ）は、検討中の本組成物で、本組成物を硬化する量で使用されるが、その量は
その他の点では重要でない。例えば、成分（Ｆ）として白金触媒が使用される際には、本
成分の量は、好ましくは本組成物の１，０００，０００質量部当たり０．０１～５００質
量部の、成分（Ｆ）からの白金金属を、より好ましくは本組成物の１，０００，０００質
量部当たり０．１～１００質量部の、成分（Ｆ）からの白金金属を提供する。
【００２７】
　本発明のシリコーン組成物は、基材フィルムへの密着性を向上させるために（Ｇ）アン
カー添加剤を含んでよい。成分（Ｇ）は、メチルトリメトキシシラン、ビニルトリメトキ
シシラン、アリルトリメトキシシラン、３－メタクリルオキシプロピルトリメトキシシラ
ン、３－グリシドキシプロピルトリメトキシシラン、３－アミノプロピルトリメトキシシ
ラン、Ｎ－（２－アミノエチル）－３－アミノプロピルトリメトキシシラン、ビス（トリ
メトキシシリル）プロパン、及びビス（トリメトキシシリル）ヘキサン等のシランカップ
リング剤；このシランカップリング剤と、少なくとも１個のケイ素結合ヒドロキシ基及び
ケイ素結合アルケニル基を有するシロキサン化合物との混合物又は反応混合物により例示
することができる。
【００２８】
　成分（Ｇ）の含有量は重要ではないが、好ましくは本組成物の質量に基づいて０．１～
５質量％、好ましくは本組成物の質量に基づいて０．１～３質量％の範囲である。これは
、成分（Ｇ）の含有量が上記範囲の下限以上であれば本組成物は基材フィルムに対し良好
な密着性を示す感圧接着剤層を形成し、含有量が上記範囲の上限以下であれば本組成物は
基材フィルム上に適切な接着性を示す感圧接着剤層を形成するからである。
【００２９】
　本発明のシリコーン組成物は、保存安定性及び操作性を向上させるために、（Ｈ）反応
抑制剤を含んでよい。成分（Ｈ）は、２－メチル－３－ブチン－２－オール、３，５－ジ
メチル－１－ヘキシン－３－オール、及び２－フェニル－３－ブチン－２－オール等のア
セチレン化合物；３－メチル－３－ペンテン－１－イン及び３，５－ジメチル－３－ヘキ
セン－１－イン等のエンイン化合物；１，３，５，７－テトラメチル－１，３，５，７－
テトラビニルシクロテトラシロキサン、及び１，３，５，７－テトラメチル－１，３，５
，７－テトラヘキセニルシクロテトラシロキサン等のオルガノシロキサン化合物；ベンゾ
トリアゾール等のトリアゾール；ホスフィン；メルカプタン；及びヒドラジンにより例示
することができる。
【００３０】
　成分（Ｈ）の含有量は重要ではないが、好ましくは本組成物の質量に基づいて０．０１
～５質量％、好ましくは本組成物の質量に基づいて０．０１～３質量％の範囲である。こ
れは、成分（Ｈ）の含有量が上記範囲の下限以上であれば本組成物は良好な保存安定性を
有することができ、含有量が上記範囲の上限以下であれば本組成物は基材フィルム上に低
い温度下で感圧接着剤層を形成することができるからである。
【００３１】
　本発明のシリコーン組成物は、塗装性を向上させるために有機溶剤を含んでもよい。有
機溶剤は、ベンゼン、トルエン、キシレン又は同種の芳香族炭化水素；ヘキサン、シクロ
ヘキサン、ヘプタン、オクタン又は同種の脂肪族炭化水素；酢酸エステル、メチルエチル
ケトン、メチルイソブチルケトン又は同種のケトン；ジメチルエーテル、ジエチルエーテ
ル、テトラヒドロフラン又は同種のエーテル；ギ酸ブチル、酢酸メチル、酢酸エチル、酢



(8) JP 6595590 B2 2019.10.23

10

20

30

40

50

酸ブチル、プロピオン酸エチル、酢酸セロソルブ又は同種のエステルにより例示すること
ができる。好ましくは芳香族炭化水素であり、特にトルエン及びキシレンである。
【００３２】
　有機溶剤の含有量は重要ではないが、好ましくは溶液中の不揮発性含有量が１０～８０
質量％、又は２０～７０質量％となるような量である。
【００３３】
　本発明のシリコーン組成物は、上述の成分（Ａ）～（Ｆ）を混合し、必要であれば他の
成分を添加して、製造される。得られたシリコーン組成物は基材フィルム上に塗布された
後、室温で又は加熱して硬化させて、基材フィルムの表面に感圧接着剤層を形成する。本
組成物はグラビアコート法、マイクログラビアコート法、オフセットコート法、オフセッ
トグラビア法、ロールコート法、リバースロールコート法、エアーナイフコート法、カー
テンコート法、コンマコート法等により塗布することができる。
【００３４】
　次に、本発明の感圧接着剤フィルムについて詳しく説明する。
【００３５】
　本発明の感圧接着剤フィルムは基材フィルム及び基材フィルム表面上の感圧接着剤層を
含み、この感圧接着剤層は基材フィルム表面に上述のシリコーン組成物から製造される。
基材フィルムは、ポリイミド、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリスチレン、ポリ塩化
ビニル、ポリカーボネート、ポリエチレンテレフタレート、ナイロン、ポリエーテル・エ
ーテルケトン、ポリフェニレンスルフィド、液晶ポリアリレート、ポリエーテルスルホン
、ポリエーテルイミド等の樹脂から製造される延伸又は無延伸プラスチックフィルム基材
であってよい。基材フィルムはまた、上述の樹脂で塗布されたフィルム状プラスチックを
含んでもよい。耐熱性を与える必要がある場合、ポリイミド（ＰＩ）、ポリエーテル・エ
ーテルケトン（ＰＥＥＫ）、ポリエチレンナフタレート（ＰＥＮ）、液晶ポリアリーレン
、ポリアミドイミド（ＰＡＩ）、ポリエーテルスルホン（ＰＥＳ）等から基材フィルムを
形成することが推奨される。
【００３６】
　本発明の感圧接着剤フィルムは、上述のシリコーン組成物を基材フィルム表面に塗布し
、その後本組成物を室温又は加熱下で硬化して感圧接着剤層を基材フィルム表面に形成す
ることにより製造される。本組成物は上記と同じ方法で塗布することができる。加熱によ
る硬化が好ましい。加熱は５０℃を超える温度で、好ましくは８０～２００℃の範囲内で
行うべきである。
【００３７】
　感圧接着剤層は、好ましくは５μｍ～１０ｍｍ、好ましくは５μｍ～５ｍｍ、５μｍ～
１ｍｍ、５μｍ～５００μｍ、５μｍ～１００μｍ、５μｍ～５０μｍの厚さを有する。
これは、厚さが上記範囲の下限以上であれば感圧接着剤層は良好な耐擦傷性を示すことが
でき、厚さが上記範囲の上限以下であれば感圧接着剤層は良好な接着性を表すことができ
るからである。
【００３８】
　感圧接着剤層は、好ましくはＡＳＴＭ　Ｄ３３６３に従って測定される、Ｈ以上の鉛筆
硬度を有する。これは、鉛筆硬度がＨ以上であれば感圧接着剤層は良好な耐擦傷性を示す
ことができるからである。
【００３９】
　感圧接着剤層は、好ましくは０．１９Ｎ／ｃｍ（５０ｇｆ／インチ）未満の剥離接着強
さを有してよい。これは、剥離接着強さが０．１９Ｎ／ｃｍ（５０ｇｆ／インチ）未満で
あれば感圧接着剤層は保護フィルムから滑らかに剥がれるからである。
【００４０】
　保護フィルムは、ポリエチレンフィルム、ポリエチレンテレフタレートフィルム、ポリ
エーテルスルホンフィルム、フッ素樹脂フィルム及び剥離紙により例示することができる
。
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【実施例】
【００４１】
　本発明のシリコーン組成物及び感圧接着剤フィルムについて、以下「実施例・比較例」
によって詳細に説明する。実施例・比較例中の粘度（単位ｍＰａ・ｓ）は、回転粘度計を
使用して２５℃で測定した値である。実施例・比較例に記載した他の物理的特性は、２５
℃での測定値である。感圧接着剤フィルムの特性は以下のように測定した。
　［接着強さ］
【００４２】
　シリコーン組成物をマイクログラビアコーティングに用いて、厚さ５０μｍのポリエチ
レンテレフタレート（ＰＥＴ）フィルム上に２５μｍの厚さを得た。その後シリコーン組
成物を１５０℃で２分間加熱して、ＰＥＴフィルム上に感圧接着剤層を得た。接着強さを
、１８０°及び引き剥がし速度０．３ｍ／分で引き剥がす間に測定した。
　［ウェットアウト性能］
【００４３】
　保護フィルムを付けたとき、ボイドの有無又はボイドの消滅し易さにより感圧接着剤層
のウェットアウト性能を評価した。
　［耐擦傷性能］
【００４４】
　感圧接着剤層の耐擦傷性能は指の爪で評価した。
　［鉛筆硬度］
【００４５】
　感圧接着剤層表面の鉛筆硬度は、ＡＳＴＭ　Ｄ３３６３に従って鉛筆試験機で測定した
。
　［実施例１］
【００４６】
　下記成分を均一に混合して、シリコーン組成物を製造した。
　粘度３８，０００ｍＰａ・ｓ及びビニル含量が０．０９質量％のジメチルビニルシロキ
シ末端封鎖ジメチルポリシロキサン、７８．３６質量％と、
　１，０００，０００ｍＰａ・ｓを超える粘度及びビニル含量が０．０１質量％の生ゴム
状ジオルガノポリシロキサン、２．００質量％と、
　キシレン３５質量％と下記平均単位式で表されるオルガノポリシロキサン樹脂６５質量
％との混合物、１５．００質量％と、
　｛（ＣＨ３）３ＳｉＯ１／２｝０．６５（ＳｉＯ４／２）１．０；
　３－グリシドキシプロピルトリメトキシシランとシラノール末端封鎖ジメチルシロキサ
ン・メチルビニルシロキサンオリゴマーの混合物を含む、ビニル含量が８．１８質量％の
アンカー添加剤、１．００質量％と、
　ジメチルジクロロシランで表面処理された、ＢＥＴ比表面積が２００ｍ２／ｇのフュー
ムドシリカ粉末、１．５０質量％と、
　粘度２０ｍＰａ・ｓ及びケイ素結合水素含量が１．５０質量％のトリメチルシロキシ末
端封鎖メチル水素ポリシロキサン、１．００質量％（この添加により、本組成物中のビニ
ル１モル当たり本メチル水素ポリシロキサン中に、２．８１モルのケイ素結合水素原子が
付与された）と、
　白金－１，３－ジビニル－１，１，３，３－テトラメチルジシロキサン錯体、１．００
質量％と、
　エチニルシクロヘキサン－１－オール、０．１４質量％。
【００４７】
　シリコーン組成物を、４０質量％濃度になるようにトルエンに溶解して、その後マイク
ログラビアコーターに用いた。感圧接着剤フィルム及び感圧接着剤層を上述の通り評価し
、それら特性を表１に記載した。
　［実施例２］
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【００４８】
　下記成分を均一に混合して、シリコーン組成物を製造した。
　粘度３８，０００ｍＰａ・ｓ及びビニル含量が０．０９質量％のジメチルビニルシロキ
シ末端封鎖ジメチルポリシロキサン、７４．３５質量％と、
　１，０００，０００ｍＰａ・ｓを超える粘度及びビニル含量が０．０７質量％の生ゴム
状ジオルガノポリシロキサン、６．００質量％と、
　キシレン３５質量％と下記平均単位式で表されるオルガノポリシロキサン樹脂６５質量
％との混合物、１５．００質量％と、
　｛（ＣＨ３）３ＳｉＯ１／２｝０．６５（ＳｉＯ４／２）１．０；
　３－グリシドキシプロピルトリメトキシシランとシラノール末端封鎖ジメチルシロキサ
ン・メチルビニルシロキサンオリゴマーの混合物を含む、ビニル含量が８．１８質量％の
アンカー添加剤、１．００質量％と、
　ジメチルジクロロシランで表面処理された、ＢＥＴ比表面積が２００ｍ２／ｇのフュー
ムドシリカ粉末、１．５０質量％と、
　粘度２０ｍＰａ・ｓ及びケイ素結合水素含量が１．５０質量％のトリメチルシロキシ末
端封鎖メチル水素ポリシロキサン、１．００質量％、（この添加により、本組成物中のビ
ニル１モル当たりメチル水素ポリシロキサン中に２．５８モルのケイ素結合水素原子が付
与された）と、
　白金－１，３－ジビニル－１，１，３，３－テトラメチルジシロキサン錯体、１．００
質量％と、
　エチニルシクロヘキサン－１－オール、０．１５質量％。
【００４９】
　シリコーン組成物を、４０質量％濃度になるようにトルエンに溶解して、マイクログラ
ビアコーターに用いた。感圧接着剤フィルム及び感圧接着剤層を上述の通り評価し、それ
ら特性を表１に記載した。
　［比較例１］
【００５０】
　下記成分を均一に混合して、シリコーン組成物を製造した。
　粘度２，０００ｍＰａ・ｓ及びビニル含量が０．２３質量％のジメチルビニルシロキシ
末端封鎖ジメチルポリシロキサン、４７．００質量％と、
　１，０００，０００ｍＰａ・ｓを超える粘度及びビニル含量が０．０１質量％の生ゴム
状ジオルガノポリシロキサン、２７．００質量％と、
　キシレン３５質量％と下記平均単位式で表されるオルガノポリシロキサン樹脂６５質量
％との混合物、２３．００質量％と、
　｛（ＣＨ３）３ＳｉＯ１／２｝０．６５（ＳｉＯ４／２）１．０；
　３－グリシドキシプロピルトリメトキシシランとシラノール末端封鎖ジメチルシロキサ
ン・メチルビニルシロキサンオリゴマーの混合物を含む、ビニル含量が８．１８質量％の
アンカー添加剤、１．００質量％と、
　ジメチルジクロロシランで表面処理された、ＢＥＴ比表面積が２００ｍ２／ｇのフュー
ムドシリカ粉末、１．５０質量％と、
　粘度２０ｍＰａ・ｓ及びケイ素結合水素含量が１．５０質量％のトリメチルシロキシ末
端封鎖メチル水素ポリシロキサン、０．９８質量％（この添加により、本組成物中のビニ
ル１モル当たりメチル水素ポリシロキサン中に２．００モルのケイ素結合水素原子が付与
された）と、
　白金－１，３－ジビニル－１，１，３，３－テトラメチルジシロキサン錯体、１．００
質量％と、
　エチニルシクロヘキサン－１－オール、０．１５質量％。
【００５１】
　シリコーン組成物を、４０質量％濃度になるようにトルエンに溶解して、マイクログラ
ビアコーターに用いた。感圧接着剤フィルム及び感圧接着剤層を上述の通り評価し、それ



(11) JP 6595590 B2 2019.10.23

10

20

ら特性を表１に記載した。
【００５２】
【表１】

　　産業上の利用可能性
【００５３】
　本発明のシリコーン組成物は基材フィルム上に適切な接着性及び良好な耐擦傷性を示す
感圧接着剤層を形成することができるので、マイクログラビアコーティングによって感圧
接着剤を形成するのに適している。
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